
新年のごあいさつ

新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。
　
2021年は少しずつ COVID-19 との共存に向けて舵を切り出した年でした。
世界各地でワクチンの接種が進み、感染者は出ているものの共存へ向けた動き
が2021年の後半にかけて活発化しました。海外渡航についても隔離期間が短縮
され、感染が終息したかのようにマスクを外して過ごす人々の姿が見受けられ
ました。その中でも、日本の感染者数の激減は目を見張るものがありましたが
諸手を挙げて受け入れることはできない不安があったことも事実と思います。
そのような中、新たな変異株であるオミクロン株が南アフリカで発見され、
世界各地に拡散し始めました。日本も例外ではありませんでした。
　
2022年は如何にCOVID-19と共存していくかがキーとなるでしょう。なんとな
く感染に対する危機感が薄れている状況だからこそ、適度な緊張感を持ち自分
自身を律しながら行動することで、程よいバランスでリスクと向き合いながら
動き出していけるのではないかと考えております。
一方、経済が部分的に動き出す中で、大豆や菜種などの食用油原料を初めと
して、全体的な物価の高騰が進んでおります。オミクロン株の出現で原油価格
は下落しましたが、今後も先行きは不透明です。また、ご存じの通り半導体の
不足は各産業に大きな影響を与えており、その収束も目処が立っておりません。
　
本年の干支は、「壬寅（みずのえとら）」です。壬は厳しい冬の寒さに耐えて
蓄えた陽の気で、次の基礎を固めている様子を表し、次の命を育むための準備
をする時期といえます。また、寅は新しい生命の誕生の時期を表します。
COVID-19 との共存が進む中で、経済が動き出したからこそ、さらなる試練が
厳しい冬として待ち受けている気がします。しかし、その変化を敏感に感じ取
り、迅速な動きをしていく中で、皆様により良い価値をご提供できるよう気持
ち新たに努めていく所存でございますので、お気づきのことは何なりとご指導
いただければ幸いです。
皆様の益々のご繁栄をお祈り申し上げますとともに本年も倍旧のお引き立ての
ほどひとえにお願い申し上げます。
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